
掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。
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●春のシャトー乾杯まつり　d３月
２日（土）午後１時～５時bシャト
ー小金井（本町６−５−３）uバン
ド演奏やプロレスショウ、おつまみ
や飲み物、バラエティ豊かな出店有
り。クイズラリーで甘酒をゲットi
シャトー小金井商店会（☎０４２−３８１
−１１３９）
●小金井平和の日・市民イベント　
d３月１０日（日）午前１１時～午後０
時３０分bＪＲ武蔵小金井駅南口コミ
ュニティ広場（フェスティバルコー
ト）u戦争体験や平和への想いを語
り、音楽と歌を楽しむe３月４日～
６日に小金井　宮地楽器ホールでい
のちと平和の絵本展も開催i同実行
委員会・内田（☎０９０−３８１３−７７３９）
●法政大学カーボンニュートラル研
究セミナー　d３月２１日（木）午後
１時～６時b法政大学小金井キャン
パスs２０人n無料e途中参加・退出
可m申込フォーム（https://forms.
gle/Gw１6pJRSUL６zRspo7）で
i法政大学教学企画室・藤原（☎０３
−３２6４−９９３０）
●オペラ集団I CANTORI　設立１０
周年記念モーツァルト&ビゼーオペ
ラ・ガラ・コンサート（日本語字幕
付き）　d３月２３日（土）午後7時
３０分開演b小金井　宮地楽器ホール
n３,５００円（全自由席）m電話または
Ｅメールで同団体・髙橋（☎０８０−
５９７３−２０７７ai.cantori.ticket@gm
ail.com）へ
●春の書きかた教室−進級した自分
にはがきを書こう！自分へのメッセ
ージ　d３月２４日（日）午前９時３０
分～１１時３０分b上之原会館t小学生

（新１年生を含む）s２０人（申込順）
n１,５００円（材料費等）m３月１日
から、Ｅメールでいろは書道会事務
局・相馬（akoganeishodo@gm
ail.com）へ
●２人のソプラノによるアフタヌー
ン・コンサート−唱歌からオペラま
で名曲をおしゃべりと共に　d３月
２５日（月）午後１時３０分開演（１時
開場）b小金井　宮地楽器ホール小
ホールn１,０００円m電話またはＥメ
ールでコンサート企画Ｍ.Ａ.Ｓ.・眞
田（☎ ０９０ − ２66５ − ４９８１asanda.
０6１９０５２6@gmail.com）へ
●ちえのわ農学校第２０期生募集　d
４月２０日～令和7年１月２５日の土曜
日（全１０回）b東京学芸大学環境教
育実践施設u野菜や米の栽培、食農
体験活動t小学校３年生～中学生s
１５人（多数抽選）n年額１５,０００円m
３月３１日までに、電話で同大学サー
クルちえのわ・佐藤（☎０９０−３6０９
−８０５７）へ

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●柔道教室　d４月～令和7年３月
の毎週水曜・金曜日午後7時～８時
４５分、日曜日午前１０時～１１時４５分b
水曜日＝総合体育館、金曜・日曜日
＝第一中学校柔道場n大人＝月額２,
０００円、入会金５,０００円。学生＝月額
５００円、入会金３,０００円m電話で市柔
道 連 盟・ 古 屋（☎ ０９０ − ８８５７ −
８４９２）へ
●少年軟式野球春季大会　d４月7
日～２８日の日曜日b上水公園運動施
設グラウンドほかt市内在住・在学
の小学生s３２チームn１チーム
２,０００円e監督会議＝３月２０日に桜
町上水会館でm３月１０日までに、電

話で市少年軟式野球連盟・土居（☎
０４２−３８５−３７８6）へ
●桜祭３ダブルスチーム卓球大会　
d４月１１日（木）午前９時～午後９時
b総合体育館u１チーム４人以上の
団体戦t３５歳以上の女性（１チーム
１人6５歳以上の男性も参加可）s6０
チーム（申込順）n１チーム４,０００円
m３月１日～１５日に、電話またはフ
ァクスで市卓球連盟・小島（☎f＝

０４２２−８８−７２１３）へ
●テニス大会（シングルス）　d４
月１４日（日）＝男子、２８日（日）＝
男子6０歳以上・女子（予備日＝５月
３日）いずれも午前９時～午後7時
b市テニスコート場n１,３００円（高
校生以下１,０００円）m３月２４日に、
直接同コート場クラブハウスへi市
テニス連盟・工藤（☎０４２−３８７−
０８７6）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。

（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

■春の火災予防運動　３月１日（金）
〜７日（木）　令和５年中東京消防庁
管内では住宅火災により6７名の方が
亡くなっています。寝たばこは絶対
にしない、ストーブの周囲に燃えや
すいものを置かない、調理中にコン
ロから離れないようにし、火災から
尊い命を守りましょうi小金井消防
署（☎０４２−３８４−０１１９）
■環境イベント・煙突探検　d３月
２３日（土）午前１０時、午後１時３０分か
らb浅川清流環境組合t市内在住の
小学校４年生以上の方（小学生は保
護者同伴）s各回２０人（申込順）m詳
細はＨＰ参照のうえ、３月４日～１２
日に電話で、浅川環境テクノロジー
㈱（☎０４２−５１４−８９３０hhttps://as
akawa.ekankyo２１.com/）へ
■江戸東京たてもの園特別展　江戸
東京博物館コレクション　d３月２３
日（土）～7月7日（日）b同園（都
立小金井公園内）u江戸、東京に登
場したさまざまな乗り物の果たした
役割や背景などを紹介する。詳細は
ＨＰ参照i同園（☎０４２−３８８−３３００
hhttps://www.tatemonoen.jp/）
■自殺防止！東京キャンペーン　東
京都自殺相談ダイヤル（☎０５７０−
０８７−４７８＝３月２７日～３１日、２４時

間）、自死遺族のための電話相談（☎
０３−３２6１−４３５０＝３月１１日～１３日午
前１０時～午後５時）
■家内労働の委託をしている委託者
の方へ　家内労働者へ仕事（内職
等）を委託している委託者は、毎年
４月１日現在の家内労働者数等につ
いて、「委託状況届」を労働基準監
督署へ提出する必要があります。該
当する場合は、４月３０日までにご提
出くださいi東京労働局労働基準部
賃金課（☎０３−３５１２−１6１４）
■小金井消防少年団に入りません
か？　小金井消防少年団は消防の仕
事や火災予防について楽しく学び、
鼓笛隊活動を通じて火の用心を呼び
かけるなど、地域のための活動をし
ています。一緒に活動してみません
か？t市内在住・在学の小・中学生
i小金井消防署（☎０４２− ３８４−
０１１９）
■自転車単独転倒による負傷事故多
発中　小金井署管内で自転車が関与
する交通人身事故は全体の6０％で
す。段差につまずく、急ブレーキや
ハンドル操作ミス、荷物の積み過ぎ
でバランスを崩す、スカートが後輪
にからむ、スマホ等による片手運転
などの転倒に注意しましょうi小金
井警察署（☎０４２−３８１−０１１０）

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・3・19


